
日時： 2009年8月5日（水）16：30～18：00
会場： 東京都港区 添乗サービス協会 会議室 ３Ｆ

（港区芝公園2-11-17朝井ビル３F ℡：03-3432-6032）

参加料： 会員・学生 無料 一般 1000円 定員60名 （先着順）

主催： 特定非営利活動法人 日本ヘルスツーリズム振興機構

特定非営利活動法人 日本ヘルスツーリズム振興機構

第20回 ヘルスツーリズムセミナー
開催のお知らせ

■講演
病院経営コンサルティングのプロに聞く

「「日本の病院はメディカルツーリストの受け入れが可能か日本の病院はメディカルツーリストの受け入れが可能か」」
～ バンコクの病院の実情と日本の病院の可能性を探る ～

■講演者
株式会社MMオフィス 代表取締役

関東学院大学 大学院非常勤講師

（略歴）82年日本大学経済学部卒業、同年4月（医）河北（かわきた）総合病院入職、同院の医事係長、亀田総合病
院の分院医事課長などの合計18年間にわたる病院勤務を経て99年より現職。専門は診療報酬側面からの病院経
営戦略立案。関東学院大学大学院経済学研究科、大東文化大学環境創造学部、早稲田速記医療福祉専門学校
で週合計5コマの非常勤講師。医療系専門誌、医薬品卸配布情報誌に月間20本の連載を持ち、著書は「08年改定
ポイント解説と病医院シミュレーション」㈱日本医療企画など多数あり。

■内容
タイ、シンガポール、韓国など国策としてメディカルツーリストを積極的に受け入れるアジア
諸国の一部の病院に対して、日本の病院は大きく出遅れた。その背景には国民皆保険という「保
護政策」があり、また、いわゆる「医療崩壊」により自国の患者への対応すら困難という病院も
多い。しかし、一部の病院ではメディカルツーリスト獲得へ向けて動き出しているところもある。
これから日本の病院が海外の患者を受け入れるメリット、デメリットについて病院経営コンサル
タントの視点で考えてみたい。

※お申込先

日本ヘルスツーリズム振興機構
事務局 臼井

TEL/FAX  03-5403-2574
e-mail: 
infol@npo-healthtourism.or.jp

URL:
http//www.npo-healthtourism.or.jp

ダヴィンチ芝
パークビル

上記のほか、関連する講演も調整中です。皆様ふるってご参加ください！

工藤 高先生



ＦＡＸ： 03-5403-2574

またはE-mail： info@npo-healthtourism.or.jp

第20回ヘルスツーリズムセミナー参加申込書

会員 人 非会員 人

参加費：

ご参加人数
会員または学生：無料

（Ａ会員は２名様無料、３人目か
ら1000円/人、Ｂ会員は1名様無
料、２人目から1000円/人）
非会員： 1,000円

（フリガナ）

ご参加者名（部署名・役職）

（フリガナ）

法人・団体・自治体名

＊ご記入いただいた参加者の個人情報は、事務局にて適切に管理させていただきます。参加者の個人情報
を参加者の同意なしに業務委託先以外の第三者に開示・提供することはありません。（法令などにより開示を
求められた場合を除く）。上記に同意の場合は申込書に必要事項を記載し、E-mailまたはFAXで8月3日（月）
までにお送り下さい。
＊会費は当日会場受付にて申し受けます。

＜お申込先＞特定非営利活動法人 日本ヘルスツーリズム振興機構 事務局

担当；臼井

〒105-0011 東京都港区芝公園2-4-1 ダヴィンチ芝パークA館7F

ヘルスツーリズム研究所内

TEL/ FAX ：03-5403-2574
E-mail：info@npo-healthtourism.or.jp

2009年8月5日（水）16：30～18：00（東京都港区 日本添乗サービス協会 3F会議室 ）

大変お手数ですが、FAXにて返信の際は、お電話にて着信確認をお願いいたします。


